

















聖観自在菩薩。結跏趺坐身如金色。円光熾盛。 披軽縠繒綵衣著赤 裙。左手当臍執未敷蓮華。右手当胸作開華葉勢。具頭 瓔珞。首載無量寿仏住於定相。 『聖観自在菩薩心真言瑜伽観行儀軌』 （大正蔵二〇、 五頁上）
これによれば、聖観音は左手に蓮華、右手でその花を開く手つきをし、頭 冠をかぶる ある。
千手観音「菩薩の頭、七宝天冠を著す」 （ 『千眼千臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』 、大正蔵二〇、 八七頁下）「首に宝冠を戴き冠に化仏あり」 （ 『千手千眼観世音菩薩姥 身経』 、大正蔵同、〇頁中）
大正大學研究紀要 　第九五輯
二
「諸の頭の宝冠中に化仏身安住す」 （ 『千光眼観自在菩薩秘密法経』 、大正蔵同、二五頁上）「首に髪髻冠を持し、宝冠より紺髪垂れり」 （ 『摂無礙経』 、大正蔵同、三二頁下）千手観音は別名、千手千眼観音とも呼ばれるように千の手それぞれに眼があるとされる。これはヒンドゥー教の梵天、帝釈天、シヴァなどの神には
あらゆる方角を見る千の眼があるとされ、それが仏教になると千手千眼観音と造形されるようになっていった。
不空羂索観音「状、摩醯首羅天のごとし、 上の髪悉く螺髻のごとし 不空羂索呪 二〇 四〇二頁上）「大自在天に似れり、頂に螺蠡 あり首に花冠を冠れり」 （ 『不空羂索神呪心 四〇五 中「其の身黄白にして紺髪垂下氏、首に華冠を れり」 （ 『不空羂索呪心経』 、大正蔵同 四〇九頁上）「大自在天の如く首 宝冠を戴き、冠（上）に阿弥陀仏の化あ 陀羅尼 二この観音は摩醯首羅天、 大自在天のごとくとあるように、 やはりシヴァ神を模した姿をとる。ただ古いとみるべき『不空羂索呪経』 （隋代、 闍那崛多訳）
には冠でなく「螺髻」すなわち螺旋状に巻いた髪型とあり、してみると当初は戴冠の姿でなかったことを想定させる。
如意輪観音「首に宝冠を戴き、冠に化仏あり」 （ 『如意輪観音陀羅尼経』 、大正蔵二〇、
九三頁中）























































































































爾の時、 太子、 手を以てその天冠の頭髻より、 天の無価の摩尼宝を解き、 車匿に付与して、 是の如きの言を作す、 「車匿よ、 我今汝に、 この摩尼宝を与ふ。汝この宝を将て、我が父浄飯大王に還り 王辺 至り巳 て無量 頂礼せよ」 。 『仏本行集経』 （大正蔵三、 七三五頁上）
王位と決別したそのメルクマールが冠（ここではその中のマニ宝）の有無であり、それを父王に返却せよというのである。
◦輸頭檀王、仏の頭上に天冠有 こと無く、鬚髪を剃除し、身に袈裟を著けたまふを見、子を愛するを以ての故に、悶絶して地に躃れ、少時を経て
方に乃ち還蘇り、地に在り 宛転し、悲啼涕泣して、流涙面を被ふ。 （大正蔵三、 八九七頁上）
◦天王、 心を知り天を飛び、 刀を奉りて来れり。帝釈、 髪を受くるに則ち沙門と成る。肉髻在りて処すところ知らず（ 『普曜経』大正蔵三、 五〇九頁中） 。◦是に於て車匿、既に辞別し巳て、遥か 菩薩の頭に天冠無く、身に瓔珞無く、種々の宝服切都べて無きを望み、手を挙げ胸を椎ちて、悲哀啼哭





『普曜経』 『方広大荘厳経』 『ラリタヴィスタラ』の三経は同系統であるが、しかし『方広大荘厳経』だけに冠の言及がみられる。◦即ち、 宝冠と上妙の衣服とを脱ぎたまひて、 飡那 告げて曰く、 我が衣服及び彼の馬王を将て帰り、 父王に奉ぜよ（ 『衆許摩訶帝経』 、 大正蔵三、 九四七
頁上） 。
◦太子は利剣を抜きたり。龍の光明に耀くが如し。宝冠に 籠める玄髪を、合わせ剃って空中 置けり（ 『仏所行讃』大正蔵四、
二頁上） 。

















車匿に向いて誓て宣はく 「過去の諸仏も菩提を成むが為めに、飾を棄て髪を剃り給ふ。今我も又可然」と宣て、宝冠の髻の中の明珠を抜きて車匿に与て、 「此の宝冠・明珠をば父の王に奉るべし」 （岩波文庫 三八頁
―
三九頁） 。



























ところでわれわれの聖典の中に偉人の相が三十二伝えられている。それを具えている偉人にはただ二つ 道があるのみで、その他の道はありえない。もしもかれが在家 生活を営むならば、かれは転輪王と り 正義を守る正義の王として四方を征服して、国土人民を安定させ、七宝を具有するに至る。 （略）しかしながら、もしもかれが家から出て出家者と ならば、真 人・覚りを開い 人となり 世間 諸 煩悩 覆いをとり除く
とあるように、王と仏双方に三十二という特別な姿がみられ ブッダはもともと太子であった（王として即位してない）にもかかわらず、 「太子」でなく「王」位から出家したとする記述まで認められる。たとえば『無量寿経』に、
時に国王あり。仏の説法を聞きて心に悦予いだき、すなわち無上正真の道意を発越し、国を棄て王 棄て 、行じ 沙門となり、号して法蔵といふ。高才勇哲にして世と超異せり（大正蔵二、 二六七頁上） 　
とあり、阿弥陀仏は本来国王であってその後 出家したとし、あ いは『慧印三昧経」 』でも、
時に王慧上、阿弥陀仏是れなり。爾の時、千子、是 劫なる仏を得。
とある。異訳の『如来智印経』では、
爾の時の慧起 は阿弥陀仏是れな 、時 王 千子とは即ち賢 の千 なり（大正蔵五、 四七頁上） 。 　




善男子よ、我れ曾て彼の道場に於て十那由他の仏を供養したてまつれり。善男子よ、彼の道場神は豈に異人ならんや。我が身是なり。転輪王は盧舎那仏是なり（大正蔵九、 七六四頁下） 。 　　　　　　　　　　　　　
◦時に道場神は是の事を見巳りて歓喜すること無量、便ち彼の王に於て子の想を生じ、仏足を頂礼して是の願を作して言はく、 「此の転輪王は在在
生処に乃至成 まで願くは我れ常に与に其の母と為ることを得んと。是の願を作し巳りて、此の道場に於て復曾て十那由他の仏を供養せり。善男子よ、汝が意に於て云何ん 彼の道場神は豈に異人ならんや、我が身是なり。転輪王は今の世尊毘盧遮那、是なり」 （大正蔵十、 四七頁上） 。
『十地経』では修行の十段階中、第三の修行階梯にある菩薩について次のようにいう。
菩薩、此に住し生を受くるは、多く転輪聖王となり、法を得、自在にして、七宝具足し、自在の力ありて能く有情 犯戒の垢を除き、善巧にてかの有情を十善業道に安住せしむ。 （大正蔵十、 五四四頁中） 。
ここでは菩薩が第三地に達すると転輪聖王になるとされる。 『過去現在因果経』では出家直後の王子が次のようにいう。





これらは、ブッダ 王位 あった（もしくは自動的に王位に） みるものであ が、菩薩たるものは転輪聖王であれ する記述もある。
この菩薩摩訶薩は或は帝王と為 大国に臨御し 威徳 広く被ら め 名を天下 震ひ、凡そ諸の怨敵は帰順せざるなく、号を発し令を施すに悉く正法に依り、

蓋を執持して溥蔭く万方を蔭ひ、率土を周行して、向かふ所に礙無く、離垢の繪を以て其の頂に繋け、法に於て自在にして、













































頂上の肉髻、高広平好なり（ 『仏本行集経』 、大正蔵三、 六九三頁上）
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なおミャンマーには華麗な宝冠をかぶ たブッダ 像があることを知った。こ 像はマンダレーで最も人気を集めるマハームニ寺院の本尊 高さ四
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三三頁参照。（（（）Sukh. （（. 藤田宏達訳『無料寿経・阿弥陀経』 、七七頁
―
七八頁参照。
